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一

度
も
極
秘一
の

外

相宗
談

突然の

米

中

岡

山X山間

引

先災は

、

十

五

臼

引棋

の

ホ

ワ

イ

ト

ハ

ウ

ス

を

熱

気

と

興

剤師

の

る

つ

ぼ

と

化

し

ん
。

タ

1

大

統

制

の

テ

レ

ビ

泌

の
刊後、
大
統
領自
身
と
政
府
．U川口
六
人
が
ホ
ワ
イ
トハ
ウ
ス
の
会
見護
で
秘

銭安沙の絞治、
合
病
問題品
川処
畑山
訟
は
ど
を
説
明
し
た
の

だ。

誌の
洪
水
の
宅
自
た
ち
は
、

さ
る
沢
月
の
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
1

米大
統
制特

別納佐官
の
恋
が卓っ
か
け
と
なっ
て
交
薬
品

化
、
ワ
シン
トン

、
北
京
、
そ
し
て
時
に
はニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の三
か
所で
川崎
泌
の
交
渉
が
進
めら
れ
た
こ
と
手品明
らか
に
し
た
。
交
渉の
ピ
ッ

チ
が
急
テ

ン
ポ
で
よがっ
た
の

は占
ほ
高
から
で
、
「
郷
小
平
則
自樹
を
米
関
に
招
き
た
い」
抗う

キ
タ
l
大
統
領の

雲市
唱

側が受おし
た
こ
と
で、ム
患
の大筋はほぼ悶
まっ
た
、
と説明さ
れ
て
い
る。

（ワ‘ぷノトン・飯沼讐袴
雪）

ま

ず

記

省

聞

に

向
か

っ

て

品

川

を

始

つ

中

凶

と
新

た

な

附

係

を

闘

い

だ

こ

と

他

樵恕
の

政

慌

を

決

め

た

後

、

八
月
’a

め
た
の
はカlタ！
大
統制

。「
米凶
で
あ
る。

パン一
間務日引が袖山中
、船

凶後の

の
究
場
は
明
慨
に
維
持さ
れ
た3
数
組

本
間
午
後、
ド
ブ
ルイニ
ン

大
使
を

九
月ピ
米
中
外相
会
談
が
あっ
た宮
F 働

問的
から中協は正式
凶芝ひら
溜じて
ソ迎に
も通告
し
たが、ソ
巡

年Lノレ
ジ
ン
ス
キl
震は
が明叶

く
閑滋
があ
る
との
蹴
倒
的閉店品目
を
けん

は
米中
側
交
樹
ロ
を
予
測
し
て
お
り
、

訪
中℃
た
の
が
きっ
か
け
と
な
り
、
y

せ
紛
め
た。
台
湾
の
利
議
そ泌
泌

す
る

続
い
て
は
い
な
かっ
た
。
こ
の
約
四
は

gcウッ
ド

コ
ッ
ク
米巡
絡mv
務所
ハ

定
十分属託
され、
ウッドコッ
第二次結露間交
渉（SAL
と

善出
外相
の聞
で一
巡の一会一

ク
迎
撃
街
所
長が
米
関の
口辞
を
、

T
E）
と
は
無
関
係
であ
q
sA
L

密）一
設
が
始
まっ
た。
同時
に
ワ
シ

中
凶
側
に
は
っ
き
り
示
し
た。
発点
の

T
は
成
功
す
る
だ
ろ
う。
世
界の
ほ
と

ン
トウ
で
も
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ1
3
rd

wp
m
通
信は
今
夕（
十

五
円）
日本

の

ん
ど
の
闘
が
歓
迎

す
る
と
思
う」

と
築慣
民中
間
泌
絡
ポ
務所
長
の
行
ち

大

平首相に
、
ま
た
台湾に
は
今朝、
そ
こ
でまず質問
第一号が出る。
合
わ守
が続
い

た
。パ

ン
ス民自はニ

さら
に
他
の
与
闘
に
もこ
の
阿
際
外交

「
大
統
領、
ほ
とん
ど
の
問
と会
い
ま

ュ
1守
1タ

で
少
な
く
と
も
二回一一
同

の
事
態
を
通
約
し
た
。
般
大
の
利
点

し
た
が
、
台湾
人
は
ど
う
受け
取
る
と

巡
袋
出問
中
の
巾
閣
の
車
外
相
と

は、
台
湾
と
の
通商
、
文化
問
係
を
維

思いま
す
か
？」

会
談
ぢ
に

」

＝

持
し
な
が
ら、
約
十
侭人
の
入
門
を
持

大
統
制
は
「
台
湾
の
人
は
打
曜
を
受

「明
月十
九

日
、
犬統
領、と
柴
所
長

け
な
い
と
思つ

」
と
、
あっ
さ
り終
え

の
聞

で
き
わめ
て
ma
な
会
談
怒二円J

る。

れ
た守ここ
で
大
統制
は
悶
交樹
立へ

蹴
い ．
てホ
ワ
イ
トハ
ウ
ス
の
，

尚

の
米間
側
の品目
件
を
鉛
示
し
たo
Eh一

日H
が
細部
の
説
明
に
入
る。
荒川
却

を
もす
と
議な
動
き
が
十
円
前
N－と

明
（バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ブ
リ1
フ

室「
ご
ろ）

語
れ
た。

京酢
「
諮
問
日程 、
ア
メ
リ
カ
が
決
断

ィ
ン
グ）
の
際
の
約
宅
、
こ
の
人

記
事ッ
ド

コ
ッ
奈
良
に
会
融合

さ
え

五
回

R，

m
wく」

額

面
鑓
週
刊
当
に
な

おす
き
むの

常十
一

国

警

告じ

最小
平
山国
剛凶

っ
てい
る。「ニ
ク
ソ
ン一
突語、
宙開は、
ワシ

ン
ト
ン
の驚ヂ－
は血諸一子
昔、北京で
公

明鎚

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャー
朗
患
者
が
ま
と

通
じで、

白
君
主
演が
雪・

竹
人
君
円以
に
打
ち
明け
てい
た
。

め
た
米
中
毒

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の
議は

ず
れ、
話へ
の
大
き
な
星
測
に什一

定
し
て
思
え
ば、
当
時

す
でに
こ

大
き
い
。
ヵl
タ
1

震に
なっ
て
か

る
と
けメ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
て
き
たヨ

盤
的
な

品
例

議後

の悲

言
、七七

年二月に
大惑
が時
ヵjlλ統
制

の
決

断
は町色ヌ
入っ
て
い
たこ
と
に
なる
。そ

れに

O
ゴ
；
ノ一

己
ミ
F曳タイル

…

も
J－
〈
｛～：・
訓」E4
帯
主席
宏
寛

…

J

1

1

 

霊的な
盗
塁
翌の
ニ品1
めかけ品。微笑
まgaきな

え

なち
「巾ソ関係
法につな

川

号、
北
京
で
は
迫
撃
患

者
mれ
たす
隠は
ま
ば
ゆい
テレ
ビ
・一一
一ち
を
な
ど
嬰
の質
問を
ぶ

川

会
見の
紛
で
じ
き
じ
き
に

立し

ラ
イトι
聞
を
紅潮

喜、
「お
五
一豆、

華
経恨
む
に

還を
川

た。
中
悶
護
持
室
町村山
西
側
ス
タ
イ

押
さん一ふん句
え
る
の
は
大
変
う
れしていγ
んも
え 、
，介

添
え
役u
の
均品

川

ルで
内
外一
裂
と
会
兇
し
、
車川の
通

い」
と品
ず
ソツ
の
な
い
あ
い
さ
つ。

r市銀
「
その
泌
り

で
す」
と
い
わん

川

筋
な
しに
附
さ
れ
た
償
問
に
対
し
て一

合
同
ロ一
では一
必一
源
問か
め
る
さ
二
ShL
しば
しば
う
な
ず
い
た
。

川

間一
衛
した
の
は
、
館
以来
三
十
年

EA
声
明と
政
府
声
明
を
ゆっ
／＼

一
市
型
翌
と
い
う
隆史
的
高

川

近
い
朕史
で
も初
めて
の
こ
と
だ
。
し

り山み
品
げた
。

宇
Tu
tり
に、
中
米一向
同
の
飯
高円以脳

川

か
もそ
の
き
は
テ
レ
ピ
、－フ
ジオ
の

杭く一一
間一
穏
とな
る
と、
ま
ず
新

晶
玉
必
ずる
警が
と
ら
れた

川

器

等

、

含

闘の

民

衆

に

伝

え

ら

在
、

反

日
報

室

長

誌

に

立

hr
ち

が
、

ブ
ラ

ウ

ン

誤

伝

え

た

川

れ
た
。

っん
がJ
こ
の償問内開門はあらかじ一一一
のもは

、文句なし
の，近代
化

川

人
民大会滋の丙大広聞にし
つら
め主号寓に
は
い
っ

て
い
たらし一m
専
とレて、

高
震の国
に
川

え
た
会阿国
窓に
は
、
外
調入
問間
四 ．

に、
持
？
24
百
設
し
たMV妊
怪
惇
に ＝
担
古に
巡い
な
い。

川
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米
は中
国
貿
易

で
黒
字
を
望
む強谷 要氏
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し
て
も
、
い
ま
か
ら二
以間
後
に
は
凶

交
樹
立
に
こ
押ろ
け
る
と
いう
、，y
必

割
以
斜
向上

旬。
入
出
川同

約一問。

改
め
て
、
人
目
を
しのん
で
続け
ら
れ

て

き

た

米中

の

し

た

た

か

な

関

係

、

そ

し
て
互い
に
秘
め
た

，
ぉ
寄
市
炉

が
注
閲さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
力
と
の
正式
以

縁
組
を
忽
い
だ
中
間側
の
市
れ
は
何

か
。
ま
ず第一
に
、
対
ソ
政
慨を
紬
と

し
た
世
界
戦
略
の
強
化
、
二
十一
世
紀

ま
で
を
視
野
に
入
れ
た
長
期
的
な
自
国

の
安全
保
間
体制
を
確
託す
る
た
め
に

は
、
米
関
との
関
係に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
打
ち
込
む
こ
と
が
依大
の
キ
片
手
と

な
る
。
第
二
に
は
、
「
四
つ
の
近
代

化」
と
い
う泌
願
を
、
協
尖
に、
し
か

も忽
い
で
災
到

す
る
た
め
に
は
、
米
関

と

の

科

学技

術総

携

が

廷非

と

も

必

間以

だっ
たilこ
と
が
あげられよ
う
。

な
す
る
。
こ
の点
は
、

今
年丘
月
にプ

い

ず

れ

も

中

凶

に

と
っ

て

ザ

パ

イ

パ

レ

ジ

ン

ス

キ

1

米

大

統

領

補

告

を迎

ル（生
き践る
ため
の）戦悩H
にほ
え
た際
、

中
国首脳がみせ
た「わ
が

か
なムヂ、市圏鴨川政栂
は

m大な選
円以
を制
たり」
の反応
が、
それ
まで

雪下
し
た
わ
け
だ。

足
踏
み
状織
を
続
け
た
閑
交
交渉の
災

ソ迎
に
対
抗

す
る
強制山
で
は
、
米中

破
口に
なっ
た
こ
と
で
も
明h
が
だ。

ーIll－－‘lli’・ihi』fLPFtlト
トPレtpl応
戸出R
eRK同

対
中
政関
の
符
子
は①
米
中
の
友
好
は

惜一
界
平
和
に
とっ
て川
副M
Wつ

引滋ω

1倒
閣
吋
柑
刻
割
弱
闘
に
とっ

て利刊帥＠
墾穴で自
館に相川ち、
倣
即日

的
に
か
か
わ
り
を
もっ
米
関
は
、
中
国

に
とっ
て
も
利議

llの一一一
点
。
明
ら

か
に，
求
蕊d
の
シ
グ
ナ
ル
だっ
た。

こ
れ
に
対
し、
中
悶
の
潟

市外相
は

「
中
米両
国
は
泌
な
る
社
会
制
度、
イ

デ

オ

ロ

ギ

ー

を

持ち

、

一也

本

的

な

掲

巡

があ

る

が

、

制

が悼

の

間山

際

関

鈎

の

多く

の
問
題
につ
い
て
、
一抹必
な
い
し
は
似

通っ
た
見
解
を
持っ
て
い
る」
（
歓
迎

広で
の
あ
い
さ
つ）
と応
じ
、双方

が

五

月

の

米

中

会

談

を

「

ね

滋

、

市一刷出

、

刊誌的
で
あっ
た

」
と
認
受口っ
て
い

る
。こ
こ
で
コ
われ
たw
共
通
の
利

時ヂ
が
、
米

中の
「
対
ソ
戦
略

」を
指

し
て
い
る
こ
と
は
もち
ろん
で
あ
る。

対
ソ
戦略
を
外
交
の
至
上
必
閣と
す

る
中
同は、
袋法
に
ま
で

Nソ
迎社ha

術
開
中川ん
お
H
と
規
定し
た
よ
う
に
、
ソ

述を
当面
の
刻一
の
敵
と
し
て
お
り
、

他
界的
ス
ケ
ー
ル
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